平成27年度拡大編集委員会 議事録
　　  日　時　　平成27年10月8日（木）16：45〜17：30

　　　場　所　　パシフィコ横浜 会議センター3Ｆ 311+312号室　　　　　　　　　　　　

　　　出席者　　細萱茂実、石井潤一、村上正巳、山館周恒、横田浩充、阿部正樹、池田勝義、

　　　　　　　　石井良和、氏家真二、大久保滋夫，長田　誠、萱場広之、栢森裕三、康　東天、

　　　　　　　　澤部祐司、〆谷直人、千本松孝明、永井正樹、中山智祥、野村文夫、菱沼　昭、

　　　　　　　　藤巻慎一、松尾収二、松原朱實、宮下徹夫、行正信康

　　  欠席者　　盛田俊介、磯部和正、渭原　博、岡野芳幸、亀子光明、静　怜子、渋谷和俊、

　　　　　　　　杉浦哲朗、清宮正徳、高木　康、竹越一博、長井　篤、南木　融、春木宏介、

　　　　　　　　舩渡忠男、三島清司、三橋知明、和田隆志
　　　議　題　 （1）会誌発行経過、進捗状況報告

　　　　　　　 （2）第22回論文賞選考経過報告
                (3) 日本臨床検査自動化学会会誌および学術委員会マニュアル誌の執筆依頼内規

　　　　　　　　(4) 日本臨床検査自動化学会 編集委員会査読要綱

　　　　　　　 （5）ご意見、ご要望など

　　　　　　　 （6）その他
　　　　　　　
議　事　録

１．報告事項、

　　　定刻の16時45分、細萱茂実編集委員長が開会を宣し、続いて康 東天理事長がご挨拶され

　　　た。
　　  以下、細萱茂実編集委員長の司会のもと、議題に沿って進行した。

２．会誌発行経過、進捗状況報告

1 資料2に基づいて、「JJCLA」Vol.40-1〜Vol.40-5についての発行経過および発行予定につ
いて、総説原稿の入手をはじめ順調に進捗している旨、報告した。

2 資料3の掲載論文の内訳（原著、技術論文などの本数）および資料4の査読結果の内訳に

　　　ついて説明、報告した。

④資料5の総説執筆一覧表に関連して、総説原稿は40巻5号まで入稿している旨、報告した。

２．第22回論文賞選考報告

　　　最初に、細萱茂実編集委員長からV0l.39-1〜Vol.39-5の論文について、採点にご協力頂い

　　た編集委員に感謝の言葉を述べ、以下の経過説明があった。

　　　編集委員の採点で高い点数を得た上位5編（過去に受賞歴のある１編を含む）の論文の中か

　　ら、編集幹事で再審査して、最終的に下記２編を決定した経過（結果的に編集委員の採点で高

　　い点数を得た2論文に決定した）について説明し、理事会の承認を頂いた旨の報告あり、了承　

　　された。

　　（1）「生化学自動分析装置に用いる純水の水質劣化が検査に与える影響」
　　　　　　　　　　末吉茂雄（千葉県がんセンター臨床検査部）（JJCLA Vol.39-No.1）
　  （2）「血清アルブミン測定の日常検査法の互換性と精確性の評価および臨床
　　　   基準値の設定」（JJCLA Vol.39-No.5）
                    渡邉真博（つくば臨床検査教育・研究センター つくばi-Laboratory LLP）
３．日本臨床検査自動化学会会誌および学術委員会マニュアル誌の執筆依頼内規

　　　学会誌および学術委員会マニュアルの執筆依頼に対する内規について、細萱茂実委員長が資　

　　料に基づき説明し、拡大編集委員会に先立って開かれた理事会においても承認された旨の報告

　　があり、了承された。

　　　

5. 日本臨床検査自動化学会 編集委員会 査読要綱案

　　 細萱茂実編集委員長が、これまで慣例に従って行われきた査読に対し、「査読要綱案」を呈示　

　 し、了承された。
     これまでも投稿規定の改定などを行ってきたが、今後とも必要に応じて文書化していきたい

　　旨の発言があった。

6.ご意見、ご要望など

　　利益相反（Conflict of Interest：COI）について、本会でも検討をしていく必要があるので

　はないかとの意見が出された。

　　細萱茂実委員長からは、JJCLAの論文はメーカーと協同しての発表が主体となっているという

　特殊性もあるが、理事会でも本格的に検討しようということになっている旨、説明があった。

４. その他　　

　　特になし。　　　
    以　上                                                                               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

